
情報通信交流館プレスリリース 

 

 

 

 

 
あなたの中に眠る「“あったらいいな”をカタチにしたい」。そんな想いを具現化するための「かがわビジネスアイ

デアコンテスト i-Con」を昨年に引き続き今年も開催します！ 書類選考や予選会を経て見事ファイナリストに

選ばれた 7 組が、約 3 ヶ月にわたるプログラムを通じてアイデアを磨き上げ、最終発表会に挑みます。 

ファイナリストたちは、ビジネス経験の有無にかかわらず、自身の原体験や課題意識を出発点としたユニークな

アイデアを披露します。 

この最終発表会の観覧者を募集します。 

地域の未来を担う可能性に満ちた挑戦にぜひご注目ください！ 

観覧者の投票によって決まる「観客賞」も実施予定です。 

 

どなたでも無料でご参加いただけます。ぜひ会場でビジネスアイデア創造の最前線をご体験ください。 

皆さまのご来場を心よりお待ちしております。 

 

 
 

 

【日時】 令和 8 年１1 月 8 日（日） 14:00～17:00 （13:30 開場） 
 

【場所】 情報通信交流館 BB スクエア 

高松市サンポート２－１ 高松シンボルタワー タワー棟 ５階（４階入口） 

 

【定員】 ５０名（先着順） 

 

【参加費】 無料 

 

【採択（発表）者】 ７組 ※詳細は次葉参照 

 

【審査】 審査員および観覧者の前でビジネスアイデアを発表（7 分間の発表＋質疑応答） 

審査員の採点によりグランプリと準グランプリ、および観客投票による観客賞を決定 

 

【主催】 情報通信交流館（Setouchi-i-Base） 

 

【申込】 https://setouchiibase.jp/pub/event/detail/yx4jzbuma2ic5hvw98 

 
 

 

 

令和 8 年 10 月 8 日 

最 終 発 表 会 概 要 

最終発表会 観覧者募集！ 



 
 採択（発表）者 事業概要 

 

 

采野 友啓 （うねの ともひろ） 

 

「書けない」を「書ける」に変える！ 

～「一文一要素」のトレーニングメソッド～ 

 

 
 

 

亀井 遥加 （かめい はるか） 

 

盆栽で不登校を解決！ぼんぼんアラーム 

 

 
 

 

後藤 匠人 （ごとう たくと） 

 

坂出市で、地域・人・生きものがふれあえ

る水族館をつくりたい。 

 

 
 

 

佐々木 昭彦 （ささき あきひこ） 

 

スーツケースのことは忘れて、四国を記憶

に残す。歩き遍路向けの長期荷物預かり

所。 

 

 
 

 

ジェネギャすきる！（じぇねぎゃすきる！） 
 

石井 雄真 （いしい ゆうま） 

高野 明人 （たかの あきひと） 

三池 音広郎 （みいけ おとひろ） 

 

 

「教える」から「繋がる」へ世代を結ぶ技術

伝承。ジェネレーションギャップを企業成

長に。 

 

 
 

 

永野 緑 （ながの りょく） 

 

 

育てるのは苺だけじゃない。 

町の魅力を伝え、子どもと地域を繋ぐ共

創型いちご体験事業。 

 

 
 

 

迷子ちゅう （まいごちゅう） 

 

上田 康太 （うえた こうた） 

金井 漣 （かない れん） 

田中 晶 （たなか あきら） 

 

駅ナカで「迷子」になりたくない！！！ 

※事業概要は最終発表会に向けたブラッシュアップを経て変更の可能性あり 

 

   採 択（発表） 者  （五十音順） 



 

 

 
 

 

 

安西 美幸 (あんざい みゆき) 

徳島文理大学 総合政策学部経営学科 専任講師 

 
神奈川県横浜市出身。株式会社 和光にて販売・広報・マーケティングに従事し、顧客向

け情報誌の企画制作やブランド戦略・CRM 施策を推進。管理職として組織運営・人材

育成にも携わる。2025 年 3 月法政大学大学院経営学研究科修了（MBA）。2026

年より香川県に拠点を移し、大学教員として教育・研究に従事。マーケティング、消費

者行動、ブランディングを専門とし、ブランドと消費者の関係性やクワイエット・ラグジ

ュアリー（非顕示的消費）を研究。神奈川大学国際経営研究科客員研究員。 

 

 
 

 

谷 益美 (たに ますみ) 

株式会社 ONDO 代表取締役 

 
株式会社 ONDO 代表取締役。建材商社営業、IT 企業営業を経て 2005 年独立 。専

門はビジネスコーチング及びファシリテーション 。企業、大学、官公庁等で年間約200

本の実践的な学びの場作りを行う 。多様なステークホルダーとの信頼構築を導き、つ

ながりを事業の資本へと変える実践的ノウハウの指導に定評がある。雑誌やウェブサ

イトへの記事執筆多数 。早稲田大学ビジネススクール(MBA)非常勤講師 。 

 

 
 

 

西尾 通哲 (にしお みちあき) 

学校法人穴吹学園 産学・地域連携センター長/240design・西尾通哲建築研究室代表 

 
インターディシプリナリー。建築、場所づくりの研究・実務を軸足に社会と教育を接続

するべく、 穴吹カレッジ産学地域連携センター長・せとうちみらい共創コーディネータ

ーとして奔走中。グローカルを標榜し世界の中の香川・瀬戸内をデザインでより魅力

的にするか試行錯誤を続ける。早朝サイクリングが日課。広島と香川の二拠点暮らし。 

 

 
 

 

福江 正裕 (ふくえ まさひろ) 

香川県政策部デジタル戦略総室デジタル戦略課 課長 

 
1996 年香川県庁入庁。情報政策課を皮切りに、広聴広報課、総務事務集中課、予算

課、税務課などで主に情報システム開発・運用に携わるほか、最近では、産業政策課に

勤務し、創業・スタートアップ支援を推進してきた。2025 年４月より現職。 

 

 
 

 

吉鷹 知美 (よしたか ともみ) 

manowa.代表 
 

2024 年から東かがわ市で飲食、子育て支援、地域資源を活かした商品開発などを

展開。事業を通じた「地域や社会課題との関わりしろづくり」を得意とする。開発商品

は東かがわデザインプロジェクトや香川県県産品コンクールに選出。東かがわ市地域

プロジェクトマネージャー、高松市市民活動センター相談員も務める。 

    審 査 員  （五十音順） 



 

 
 

【タイトル】  

かがわビジネスアイデアコンテスト i-Con 2026 

 

 

【実施期間】  

令和８年８月３０日（日）～令和８年 1１月８日（日） 

 

 

【内容概略】  

・書類選考、予選会を経て 7 組を採択 

・オンラインオリエンテーション 2 回、特別講師との１on１メンタリング 2 回実施 

・コーディネーターによる伴走支援および講義実施 

・最終発表会 

 

 

【参加資格】  

次のいずれかを充たす方 

・香川県に在住、在学、在勤の高校生以上の方  

・香川県に本社を有する企業経営者または香川県で事業活動を行う個人の方 

・香川県での起業を検討している方 

※グループでの参加は 3 名まで 

 

 

本件のお問い合わせ先 

Setouchi-i-Base（セトウチ アイ ベース） 

情報通信交流館（e-とぴあ・かがわ）内 

高松市サンポート２－１ 高松シンボルタワー タワー棟４・５階 

電話番号：０８７－８２２－０１１１ FAX：０８７－８２２－０１１２ 

メール：info@setouchiibase.jp 

担当：砂田・鈴木 
 

   「かがわビジネスアイデアコンテスト i-Con」のプログラム概要 


